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近
年
、
科
学
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
Ｉ
Ｔ

技
術
が
大
き
く
飛
躍
し
、
そ
の
結
果
個
人
情

報
の
大
規
模
な
集
積
が
可
能
と
な
り
、
企
業

間
に
お
け
る
個
人
情
報
の
共
有
化
が
急
速
に

進
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
個
人
情

報
の
不
正
利
用
や
情
報
漏
え
い
が
増
し
、
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
不
安
感
が
生

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、

個
人
情
報
の
有
効
利
用
と
個
人
情
報
の
十
分

な
保
護
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
保
っ
て
い
く
た
め

に
、
平
成
１５
年
５
月
２３
日
「
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
ま
し
た(

平

成
１７
年
４
月
１
日
全
面
施
行
）。 

　
こ
の
法
律
で
医
療
分
野
は
、
情
報
通
信
や

金
融
分
野
と
共
に
個
人
情
報
の
性
質
や
利
用

方
法
等
か
ら
、
特
に
適
正
な
取
り
扱
い
の
厳

格
な
実
施
を
確
保
す
る
必
要
の
あ
る
分
野
の

一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
、
各
医
療
機
関
で
は

積
極
的
か
つ
適
切
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
と
な
り
ま
し
た
。 

　
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
多
数
の
利
用
者

や
そ
の
家
族
に
つ
い
て
、
他
人
が
容
易
に
は

知
り
得
な
い
個
人
情
報
を
知
る
立
場
に
あ
り
、

さ
ら
に
患
者
さ
ん
の
診
療
治
療
等
、
医
療
行

為
や
健
康
保
持
の
た
め
に
善
意
の
第
三
者
に

個
人
情
報
を
提
供
す
る
場
面
も
多
々
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
病
院
が
取
り
組
む
べ
き
義
務

と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

�
　
利
用
目
的
の
特
定
と
公
表 

�
　
安
全
管
理
措
置 

�
　
第
三
者
提
供
の
制
限 

�
　
開
示
の
求
め
に
応
じ
る
義
務 

�
　
訂
正
の
求
め
に
応
じ
る
義
務 

�
　
利
用
停
止
の
求
め
に
応
じ
る
義
務 

�
　
苦
情
処
理
の
体
制
を
整
備
す
る
よ
う

に
努
め
る
義
務 

 

　
当
病
院
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
利
用
目

的
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
　
医
療
提
供 

当
院
で
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
お

よ
び
他
の
事
業
所
等
へ
の
情
報
提
供
等
（
他

の
医
療
機
関
等
と
の
連
携
・
照
会
へ
の
回

答
、
検
体
検
査
の
業
務
委
託
等
） 

②
　
医
療
保
険
事
務 

当
院
で
の
医
療
等
に
関
す
る
事
務
お

よ
び
他
の
事
業
所
等
へ
の
情
報
提
供
等
（
審

査
支
払
い
機
関
へ
の
レ
セ
プ
ト
の
提
出
・

照
会
へ
の
回
答
、
保
険
事
務
の
委
託
等
） 

③
　
当
院
の
管
理
運
営
業
務 

④
　
事
業
所
等
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
健
康

診
断
を
行
っ
た
場
合
に
お
け
る
、
事
業
所

へ
の
そ
の
結
果
の
通
知 

⑤
　
医
師
賠
償
責
任
保
険
等
に
係
る
、
医
療

の
専
門
の
団
体
、
保
険
会
社
等
へ
の
相
談

又
は
届
け
等 

⑥
　
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
業
務
の
維
持
・

改
善
の
た
め
の
基
礎
資
料 

⑦
　
当
院
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
医
療
実
習

へ
の
協
力 

⑧
　
医
療
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
た
当
院

内
で
の
症
例
研
究 

⑨
　
外
部
監
査
機
関
へ
の
情
報
提
供 

 

　
紙
面
の
都
合
上
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て

は
割
愛
い
た
し
ま
す
が
、
詳
細
は
正
面
玄
関

に
掲
示
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

当
院
は
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の
点
は
、
窓
口
ま

で
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

Ｊ
Ａ
広
島
総
合
病
院
 

　
　
病
院
長
　
角
　
重
信
 

「
個
人
情
報
保
護
法
」
に
つ
い
て

撮
影
・
正
畠
忠
貴 
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形
成
外
科

主
任
部
長 

　
茂
木 

定
之 

　
形
成
外
科
の
診
療
内
容
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
ま
だ
馴
染
み
が
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

県
下
に
形
成
外
科
専
門
医
が
少
な
く
、
形
成

外
科
を
標
榜
し
て
い
る
病
院
が
限
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
原
因
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
Ｊ
Ａ
広
島
総
合
病
院
で
形

成
外
科
の
診
療
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

病
院
の
大
き
な
特
徴
付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

形
成
外
科
は
体
表
に
近
い
組
織
や
器
官
の
形

態
異
常
、
機
能
障
害
、
様
々
な
創
を
取
り
扱

う
外
科
の
一
分
野
で
す
。
人
が
外
見
的
に
も

機
能
的
に
も
健
全
な
生
活
を
営
め
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
誰
が
見
て

も
わ
か
る
よ
う
な
障
害
だ
け
で
な
く
、
患
者

様
だ
け
し
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
問
題
点
と

そ
の
た
め
に
起
こ
り
う
る
精
神
心
理
面
の
苦

悶
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
も
軽
減
で
き
る
よ

う
に
努
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
診
療
科

で
す
。
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
の
向

上
に
大
い
に
貢
献
す
る
診
療
科
と
言
え
ま
す
。

疾
患
と
し
て
は
、
ケ
ロ
イ
ド
肥
厚
性
瘢
痕
そ

の
他
傷
あ
と
、
褥
瘡
（
床
ず
れ
）
や
糖
尿
病

性
そ
の
他
の
難
治
性
の
傷
、
軟
部
腫
瘍
、
顔

面
外
傷
（
軟
部
組
織
お
よ
び
顔
面
骨
）、
母

斑
、
先
天
異
常
（
耳
介
そ
の
他
）、
形
態
異

常
（
臍
そ
の
他
）、
各
種
組
織
欠
損
（
各
種

再
建
、
乳
房
な
ど
）、
腋
臭
症
（
ワ
キ
ガ
）、

爪
疾
患
な
ど
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
担
当
医
は
一
人
で
す
が
、
外
来
診
療
、

病
棟
診
察
、
手
術
は
も
ち
ろ
ん
学
会
活
動
に

も
努
力
を
し
て
お
り
、
ま
た
褥
瘡
ケ
ア
や
創

傷
ケ
ア
に
関
す
る
講
演
の
依
頼
が
あ
る
た
め

講
演
活
動
そ
の
他
社
会
活
動
に
も
積
極
的
に

対
応
し
て
い
ま
す
。 

　
褥
瘡
は
平
成
１４
年
１０
月
に
厚
生
労
働
省
か

ら
公
布
実
施
さ
れ
た
褥
瘡
対
策
未
実
施
減
算

や
そ
の
後
の
褥
瘡
患
者
管
理
加
算
（
と
も
に

褥
瘡
発
生
の
危
険
性
が
あ
る
患
者
様
へ
の
予

防
と
治
療
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
）
で
、
適
切
な
褥
瘡
ケ
ア
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
い
つ
か

は
高
齢
者
と
な
り
、
ま
た
寝
た
き
り
や
車
椅

子
利
用
者
に
な
り
褥
瘡
発
生
の
危
険
性
が
高

く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
褥
瘡
は
圧
迫

や
ず
れ
に
よ
り
発
生
す
る
た
め
、
重
力
の
あ

る
地
球
に
住
ん
で
い
る
以
上
避
け
ら
れ
な
い

疾
患
で
す
。
こ
の
よ
う
に
褥
瘡
へ
の
関
心
は

大
切
な
こ
と
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
未
だ

に
褥
瘡
を
軽
視
し
て
い
る
医
療
関
係
者
が
い

ま
す
。
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
、
褥
瘡
は
治

療
し
て
も
意
味
が
な
い
、
手
術
は
適
応
が
な

い
と
考
え
て
い
る
医
療
関
係
者
が
い
る
の
で

す
。
こ
こ
数
年
褥
瘡
の
研
究
は
進
み
、
日
本

褥
瘡
学
会
も
今
年
第
７
回
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
良
い
ケ
ア
方
法
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま

す
。
も
し
、
褥
瘡
治
療
は
意
味
が
な
い
と
考

え
る
医
療
関
係
者
が
い
れ
ば
、
７
〜
８
年
は

医
学
の
進
歩
か
ら
遅
れ
て
い
る
と
考
え
て
く

だ
さ
い
。
褥
瘡
を
発
生
す
る
方
は
体
力
が
低

下
し
た
方
や
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
多
い
の

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
方
々
を
軽
視
す
る
こ

と
は
医
療
関
係
者
と
し
て
は
失
格
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
社
会
的
弱
者
の
方
に
関
心
を

示
さ
ず
、
褥
瘡
を
放
置
し
た
り
適
切
な
処
置

を
し
な
か
っ
た
り
専
門
医
に
紹
介
し
な
い
の

は
、
医
療
行
為
と
し
て
は
如
何
な
も
の
で
し

ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。 

　
形
成
外
科
は
新
し
い
診
察
室
が
で
き
、
７

月
４
日
よ
り
診
察
を
始
め
ま
し
た
（
図
）。

一
層
診
療
に
努
力
す
る
と
同
時
に
、
で
き
る

だ
け
患
者
様
に
形
成
外
科
と
そ
の
関
連
の
医

療
情
報
を
直
接
提
供
で
き
る
よ
う
に
充
実
し

た
掲
示
板
な
ど
も
用
意
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
一
度
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

診
療
科
紹
介

AT
M

）MRI棟 
）画像診断部 
）内視鏡室 
）リハビリ 
）麻酔科 
）脳神経外科 
）整形外科 
）心臓血管外科 
）心電図室 
）中央放射線 
）血液検査室 
）呼吸器外科 
）形成外科 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13

1F
エレベーター 

　会計 

トイレ 
薬局 

医事課 

CT R
I
室 

MRI棟 
（1） 

放射線治療棟 

血液検査室 
（11） 

西 
玄 
関  救 
 急 
 室 
 ※ 

警備室 

花屋 

階 
段 

階 
段 

階 
段 

階段 階段 

E
V
E
V

E V

E V

EV

エスカレーター 

トイレ トイレ 

中庭 

中庭 

自販機 
コーナー 

（8） 心臓外科 
（12） 呼吸器外科 

（13）形成外科 

整形外科 
（7） 

麻酔科 
（5） 

脳外科 
（6） 

検査室 

売店 

EV

リハビリ 
（4） 

中央放射線 
（10） 

心電図室 
（9） 

階段 

初診 

階段 
E V
E V

E V

画像診 
断部（2） 内視鏡室（3） 

正面玄関 

レ
ス
ト
ラ
ン 

★ 
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検
査
室
だ
よ
り

　
健
康
人
で
は
１
日
に
約
１
Ｌ
の
尿
を
排

泄
し
、
そ
の
尿
の
中
に
は
生
体
の
代
謝
に

よ
っ
て
生
じ
た
様
々
な
老
廃
物
が
排
泄
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
尿
を
検
査
す
る
事
に

よ
っ
て
身
体
の
状
態
を
広
く
反
映
す
る
と

考
え
ら
れ
、
日
常
診
療
の
中
で
多
く
検
査

さ
れ
て
い
ま
す
。
尿
検
査
は
１
枚
の
試
験

紙
を
尿
に
浸
し
色
の
変
化
を
読
み
取
る
「
ｄ

ｉ
ｐ
（
浸
す
）
＆
ｒ
ｅ
ａ
ｄ
（
判
定
）」

と
い
う
方
法
で
、
１
項
目
か
ら
最
大
１０
項

目
の
定
性
、
半
定
量
検
査
を
短
時
間
で
同

時
に
測
定
し
ま
す
。
現
在
、
尿
蛋
白
検
査
、

尿
糖
検
査
、
尿
妊
娠
検
査
薬
な
ど
の
検
査

薬
が
一
般
の
薬
局
で
も
販
売
さ
れ
誰
も
が

簡
単
に
検
査
で
き
ま
す
。
腎
症
の
指
標
と

な
る
尿
の
蛋
白
は
健
常
人
で
１
日
に
５０
〜

１
５
０
㎎
程
度
の
排
泄
が
あ
り
、
こ
の
量

を
超
え
る
と
蛋
白
尿
と
言
わ
れ
ま
す
。
出

現
す
る
蛋
白
は
ア
ル
ブ
ミ
ン
、
β２
マ
イ
ク

ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
、
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
、
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
な
ど
血
漿
に
由
来
す
る
蛋
白
と

腎
臓
の
尿
細
管
か
ら
産
生
さ
れ
る
Ｔ
Ｈ
ム

コ
蛋
白
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
蛋
白
尿
は
運
動
や
入
浴
、
発
熱
に
よ
っ

て
出
現
す
る
機
能
性
蛋
白
尿
、
ま
た
起
立

性
（
体
位
の
変
化
）
な
ど
に
よ
り
出
現
す

る
体
位
性
蛋
白
尿
な
ど
の
生
理
的
蛋
白
尿

と
病
的
蛋
白
尿
に
分
類
さ
れ
ま
す
。 

　
病
的
蛋
白
尿
は
障
害
部
位
や
発
生
機
序

に
よ
り
腎
前
性
、
腎
性
（
糸
球
体
性
、
尿

細
管
性
）、
腎
後
性
蛋
白
尿
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
腎
前
性
蛋
白
と
は
比
較
的
分
子
量

の
小
さ
い
蛋
白
が
生
体
組
織
な
ど
で
過
剰

産
生
さ
れ
た
場
合
や
、
組
織
細
胞
崩
壊
に

よ
っ
て
血
中
に
放
出
さ
れ
た
蛋
白
が
、
腎

糸
球
体
の
網
目
よ
り
小
さ
い
た
め
尿
中
に

排
泄
さ
れ
る
も
の
で
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
尿
や

ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
尿
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

腎
性
蛋
白
尿
は
腎
実
質
の
障
害
に
よ
る
蛋

白
尿
で
、
糸
球
体
性
蛋
白
尿
と
尿
細
管
性

蛋
白
尿
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
糸
球
体
性
蛋

白
尿
は
多
く
見
ら
れ
、
糸
球
体
基
底
膜
の

選
択
的
透
過
能
の
障
害
に
よ
っ
て
ア
ル
ブ

ミ
ン
を
主
体
と
し
た
血
漿
蛋
白
が
排
泄
さ

れ
る
蛋
白
尿
で
す
。
尿
細
管
性
蛋
白
尿
は

糸
球
体
か
ら
濾
過
さ
れ
た
蛋
白
が
正
常
で

は
尿
細
管
腔
で
再
吸
収
を
受
け
る
が
、
尿

細
管
の
機
能
障
害
に
よ
っ
て
再
吸
収
で
き

ず
に
排
泄
さ
れ
る
蛋
白
尿
で
す
。
腎
後
性

蛋
白
尿
は
腎
盂
・
尿
管
・
膀
胱
・
尿
道
・

前
立
腺
な
ど
か
ら
の
出
血
、
結
石
、
腫
瘍

な
ど
に
伴
っ
て
出
現
す
る
蛋
白
尿
で
す
。

こ
れ
ら
蛋
白
尿
を
早
期
に
検
出
す
る
事
は

腎
症
の
早
期
発
見
や
治
療
の
指
標
と
し
て

極
め
て
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

尿
蛋
白
の
話

尿
蛋
白
の
話

1L
尿

老廃物

健康な人
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各
科
外
来
診
察
予
定
表

よく確
かめて

おいで
下さい

※整形外科の初診受付は午前10時までとなりますのでご注意ください。
※各担当医師については、急な手術、出張等により代診・休診とさせていただく場合がありますのでご了承ください。

平成17.9.1現在

診療科
曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

高　橋 大庭（初再診）初　診
第 一 内 科
（呼吸器）

村　井 大　庭

再　診 高橋・村井 高橋・大庭 村　井

喘息外来
広大医師

午後診療
１：３０～３：３０

初　診
８：３０～１１：００

再　診
８：３０～１１：３０
（予約再診を除く）

初　診
８：３０～１１：００
再　診
８：３０～１１：３０

８：３０～１１：００

８：３０～１０：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：３０
（木曜は手術の為休診）

前　田 藤　井初　診
第 一 内 科
（循環器）

國　田 友　弘 小　林

藤井・友弘再　診 前田・友弘 小　林 前田・小林 藤井・國田

午後診療
１：００～３：３０ 関　口 関　口

（第2木曜休診） 関　口

初　診
第 二 内 科
（腎臓）

串畑
倉恒（初再診） 倉　恒 平　林

平林・倉恒再　診 平　林 串　畑

午後診療
１：３０～３：３０

CAPD外来
平林・串畑・倉恒

石田（和）初　診
第 二 内 科
（糖尿代謝）

木　戸 河　面

金沢・大田再　診 重　光 藤本・大田
奥田 金沢・重光 奥　田

茂　木初再診形 成 外 科 茂　木
創傷・褥瘡ケア外来 茂　木

田　口初再診
脳神経外科

木　下 黒　木 湯　川 湯　川

湯　川再　診 黒　木 田　口 田　口 黒　木

渡初再診呼吸器外科 渡 渡 手術日 片　山

藤　本初　診

産 婦 人 科

内　藤 澤　崎 内　藤 山　本

内藤・澤崎再　診 山本・澤崎 内藤・藤本 藤本・山本 藤本・澤崎

午後診療
２：００～３：００ 予約診療 予約診療

初再診
皮　膚　科

午後診療
３：３０～４：００ 特殊外来

河面・木戸再　診 石田（和）・河面
木戸

石田（和）・河面
木戸石田（和）・河面 石田（和）・木戸

午後診療
１：３０～３：３０ 河　面 石田（和）

小松・浅本初　診第 三 内 科
（消化器）

石田（邦） 徳　毛 大　原 品　川

徳　毛再　診 小松・大原 石田（邦）・品川 小　松 石田（邦）・浅本

中畠・下薗初再診

小　児　科

中畠・河村 下薗・河村 中畠・下薗 中畠・河村

慢性疾患
腎・肝炎・喘息等

午後診療
２：００～３：００

予防接種
心臓・乳児検診

（1才半から第2・第4火曜）

慢性疾患
腎・肝炎・喘息等

乳児検診
（要予約）

中光・永田
加藤（1.3.5週）
長谷（2.4週）

初再診外　　　科
角・今村
湯浅

中光・長谷
香山

永田・加藤
湯浅

角・今村
香山

初　診
心臓血管外科

川　上 望月（慎）清　水 清　水 中尾（達）

再　診 川上・中尾（達）清　水 清　水望月（慎） 中尾（達）・望月（慎）

藤本・重光初　診
整 形 外 科

大　田 金沢・重光 奥　田 金沢・大田

初 診 再 診 午後診療

森川・田中
　瀬

森川・田中
　瀬

森川・田中
　瀬

森川・田中
　瀬

森川・田中
　瀬
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１
．
あ
な
た
は
、
個
人
的
な
背
景
の
違
い

や
病
気
の
性
質
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

２
．
あ
な
た
は
、
医
療
の
内
容
、
そ
の
危

険
性
お
よ
び
回
復
の
可
能
性
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
十
分
な
納
得
と
同
意
の

う
え
で
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

３
．
あ
な
た
は
、
今
受
け
て
い
る
医
療
の

内
容
に
つ
い
て
ご
自
分
の
希
望
を
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

４
．
あ
な
た
の
医
療
上
の
個
人
情
報
は
保

護
さ
れ
ま
す
。 

５
．
あ
な
た
に
研
究
途
上
に
あ
る
治
療
を

お
す
す
め
す
る
場
合
に
は
、
治
療
の
内

容
や
従
来
の
治
療
方
法
と
の
違
い
な
ど

に
つ
い
て
、
前
も
っ
て
十
分
な
説
明
を

し
ま
す
。 

１
．
安
心
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
す
べ
て

の
人
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
の
実
現
に
努

め
ま
す 

２
．
親
切
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
和
と
思

い
や
り
の
心
を
大
切
に
し
ま
す 

３
．
身
近
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
地
域
に

密
着
し
た
医
療
と
健
康
的
な
生
活
の
提

供
に
努
め
ま
す 

４
．
立
派
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
最
新
の

知
識
と
技
術
を
習
得
し
良
質
な
医
療
の

提
供
に
努
め
ま
す 

皮
膚
科 

　
　
田
中
　
暁
生 

J
A
広
島
総
合
病
院
基
本
理
念

患
者
さ
ん
の
権
利

　
こ
の
度
、
５
月
よ
り
広
島
総
合
病
院
皮

膚
科
に
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
広
島
大
学
で
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
の
研
究
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

皆
様
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

新
任
Dr
の
紹
介

診療科
曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

廣本・稗田初　診
泌 尿 器 科

小深田 望月（英） 廣　本 小深田・稗田

望月（英）再　診 廣本・望月（英） 小深田・廣本 稗田・小深田 望月（英）

二井・胡田初再診眼　　　科 二井・胡田 二井・胡田 二井・胡田 二井・胡田

平　田初　診

耳鼻咽喉科

水　野 平　田 水　野 水　野

水　野再　診 平　田 水　野 平　田 平　田

午後診療 月曜　アレルギー（３：３０～４：００）　　第2・4月曜　補聴器（１：００～４：００予約制）
（医師は交替制）

今　田初再診歯　　　科 今　田 今　田 今　田 今　田

原田・武田初再診
口 腔 外 科

原田・武田 原田・武田 原田・武田 原田・武田

手術日午　後 外来手術日 手術日 外来手術日 一般外来

初　診

再　診
精神科・心療内科

世木田世木田 世木田 世木田

世木田 世木田 世木田

世木田

松　本初再診
麻　酔　科

中尾（正） 東 松　本 中尾（正）

白　石術前診察 松　原 白　石 松　原 東

藤川・海地初再診画像診断部 藤川・秦・松浦 藤川・松浦 藤川・鈴木 藤川・秦

桐生・伊東初再診放射線治療科 桐生・伊東 桐生・伊東 桐生・伊東 桐生・伊東

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：３０

８：３０～１１：００
（再診は11：30まで）

８：３０～１１：００
（再診は11：30まで）

８：３０～１０：３０
（予約制）

完全予約制

８：３０～１１：００
（再診は11：30まで）
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あ
ー
ち
ゃ
ん
は
、
３
歳
の
か
わ
い

い
ぷ
く
ぷ
く
し
た
女
の
子
で
す
。
私

達
は
、
そ
の
あ
ー
ち
ゃ
ん
を
と
お
し

て
、
幼
い
子
に
も
、
生
き
る
こ
と
や

死
ぬ
こ
と
、
嬉
し
い
こ
と
や
辛
く
苦

し
い
こ
と
な
ど
人
間
と
し
て
の
あ
り

の
ま
ま
の
姿
を
隠
さ
な
い
こ
と
で
、

大
切
な
命
の
リ
レ
ー
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
私
達
の
病
棟
は
、
内
科
と
放
射
線

治
療
科
の
混
合
病
棟
で
す
。
４
月
、

私
達
は
新
人
の
看
護
師
を
迎
え
る
た

め
風
船
で
動
物
や
花
の
形
を
つ
く
り

ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
飾
り
付
け

を
し
て
い
ま
し
た
。
病
棟
は
、
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
看
護
師
達
を
迎
え
、
う
き

う
き
と
し
た
喜
び
と
同
時
に
緊
張
感

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
ん
な
中
、
７０
代
の
膵
臓
が
ん
の

女
性
Ａ
さ
ん
が
入
院
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
人
は
、
と
て
も
我
慢
強
く
、
物

静
か
な
美
し
い
方
で
し
た
。
い
つ
も

ご
家
族
や
ご
兄
弟
に
囲
ま
れ
過
ご
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
孫
さ

ん
で
あ
る
あ
ー
ち
ゃ
ん
は
毎
日
、
お

母
さ
ん
と
一
緒
に
面
会
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
ぷ
く
ぷ
く
し
た
か
わ
い
い

あ
ー
ち
ゃ
ん
は
、
す
ぐ
に
患
者
さ
ん

や
病
棟
看
護
師
達
の
ア
イ
ド
ル
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。 

　
Ａ
さ
ん
の
病
状
は
徐
々
に
進
行
し
、

ト
イ
レ
に
一
人
で
は
行
け
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
食
事
も
ほ
と
ん
ど
食

べ
ら
れ
ず
、
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。 

　
あ
ー
ち
ゃ
ん
が
、
私
の
所
に
と
こ

と
こ
と
や
っ
て
来
て
、
少
し
困
っ
た

顔
で
一
生
懸
命
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
あ
の
ね
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
病
気
な

の
。
ぽ
ん
ぽ
ん
痛
い
の
。
だ
か
ら
、

ご
飯
食
べ
れ
な
い
ん
だ
よ
。
か
わ
い

そ
う
だ
ね
。
ご
飯
食
べ
な
い
か
ら
お

し
っ
こ
行
け
な
い
ん
だ
よ
。
あ
の
ね

…
あ
の
ね
…
」
小
さ
な
あ
ー
ち
ゃ
ん

は
、
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
心

配
で
仕
方
な
い
様
子
で
す
。
い
つ
も
、

病
室
か
ら
走
っ
て
き
て
、
私
達
看
護

師
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。「
じ
ゃ
あ
、
あ
ー

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
痛
く
な

い
よ
う
に
お
薬
を
持
っ
て
い
く
か
ら

ね
。
看
護
師
さ
ん
が
お
ト
イ
レ
一
緒

に
行
く
か
ら
ね
」
と
言
う
と
、
あ
ー

ち
ゃ
ん
は
、
パ
ー
ッ
と
笑
顔
に
な
っ

て
手
を
引
っ
張
っ
て
嬉
し
そ
う
に
病

室
ま
で
私
達
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
小
さ
な
小
さ
な
あ
ー
ち
ゃ

ん
は
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
少

し
ず
つ
元
気
が
な
く
な
っ
て
行
く
中

で
、
白
い
服
を
着
た
お
姉
さ
ん
（
看

護
師
さ
ん
）
が
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を

助
け
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
そ
の
汚
れ
の
な
い
澄
ん
だ

瞳
に
じ
っ
と
見
つ
め
ら
れ
る
と
私
達

看
護
師
も
、「
も
っ
と
頑
張
ら
な
く

っ
ち
ゃ
」
と
自
然
と
身
の
引
き
締
ま

る
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。 

　
Ａ
さ
ん
が
永
眠
さ
れ
て
、
あ
ー
ち

ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
か
ら
お
手
紙
を
頂

き
ま
し
た
。「
あ
ー
ち
ゃ
ん
は
、
お

空
の
上
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
る
ん

だ
よ
ね
、
と
言
っ
て
、
お
空
に
向
か

っ
て
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ー
ん
』
と
呼
ん

で
い
ま
す
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。 

　
あ
ー
ち
ゃ
ん
の
大
好
き
な
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
お
空
の
上
か
ら

あ
ー
ち
ゃ
ん
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
Ａ
さ
ん
は
、
こ

の
世
に
は
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

け
れ
ど
、
Ａ
さ
ん
の
命
は
娘
さ
ん
か

ら
あ
ー
ち
ゃ
ん
へ
と
、
し
っ
か
り
と

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
永
遠
に
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
Ａ
さ

ん
の
魂
は
、
あ
ー
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

生
き
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。 

看
護
科
　
坂
尻
　
明
美 

あ
ー
ち
ゃ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

あ
ー
ち
ゃ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
 

お
空
に
い
る
よ

お
空
に
い
る
よ
 

あ
ー
ち
ゃ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

あ
ー
ち
ゃ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
 

お
空
に
い
る
よ

お
空
に
い
る
よ
 

あ
ー
ち
ゃ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
 

お
空
に
い
る
よ
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図1

図2図2

 
虚
血
性
心
疾
患
に
は
、
動
脈
硬
化
（
血
管

の
老
化
）
な
ど
に
よ
っ
て
冠
状
動
脈
と
い

う
血
管
が
狭
ま
っ
て
、
一
時
的
に
心
臓
の

筋
肉
（
心
筋
）
の
一
部
に
十
分
な
栄
養
（
血

液
や
酸
素
）
が
行
き
渡
ら
ず
、
そ
の
結
果

激
し
い
胸
痛
な
ど
を
起
こ
す
「
狭
心
症
」
と
、

動
脈
硬
化
が
さ
ら
に
進
行
し
冠
状
動
脈
の

一
部
が
血
栓
な
ど
で
完
全
に
詰
ま
っ
て
、

そ
こ
か
ら
先
の
心
筋
に
血
液
が
全
く
行
か

ず
心
筋
の
一
部
が
壊
死
に
陥
る
「
心
筋
梗
塞
」

と
が
あ
り
ま
す
。「
狭
心
症
」
と
は
心
臓
が

悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、「
心
筋

梗
塞
」
と
は
心
臓
が
衰
弱
し
瀕
死
の
状
態

に
陥
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。 

「
狭
心
症
」
と
「
心
筋
梗
塞
」の
違
い
は
？

で
は
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
と
は
？

 
動
脈
硬
化
の
程
度
が
強
く
血
管
の
狭
窄

度
が
大
き
い
狭
心
症
や
、
心
筋
梗
塞
に
対

す
る
治
療
の
主
役
は
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
で
す
。
こ
の
治
療
法
は
、
外
科
手
術
の

よ
う
に
全
身
麻
酔
を
か
け
て
胸
を
開
く
必

要
が
な
い
う
え
、
入
院
期
間
も
手
術
に
比

べ
短
く
て
済
む
の
で
患
者
の
負
担
が
少
な

い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
ス

テ
ン
ト
（
金
網
製
の
鋳
型
筒
）
を
使
う
カ

テ
ー
テ
ル
治
療
の
大
き
な
弱
点
で
あ
っ
た
「
再

狭
窄
」
と
い
う
問
題
を
解
決
す
べ
く
登
場

し
た
画
期
的
な
「
薬
剤
溶
出
性
ス
テ
ン
ト
」

の
お
か
げ
で
、
次
に
述
べ
る
冠
動
脈
バ
イ

パ
ス
手
術
の
一
部
を
こ
の
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
が
代
用
す
る
場
合
も
増
え
、
冠
動
脈
バ

イ
パ
ス
手
術
自
体
が
全
国
的
に
減
少
傾
向

に
あ
る
の
は
明
ら
か
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

薬
剤
溶
出
性
ス
テ
ン
ト
を
使
用
さ
れ
た
患

者
の
長
期
的
生
存
率
な
ど
の
成
績
は
ま
だ

明
ら
か
で
な
く
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
み

で
は
患
者
さ
ん
の
長
期
生
命
予
後
改
善
に

十
分
対
処
出
来
な
い
虚
血
性
心
疾
患
に
対

し
て
は
、
依
然
と
し
て
良
質
な
冠
動
脈
バ

イ
パ
ス
手
術
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

虚
血
性
心
疾
患
に
対
す
る

標
準
的
治
療
法
と
最
新
治
療
法
と
は
？

 「
狭
心
症
」
の
痛
み
は
、「
前
胸
部
の
中
心

が
締
め
付
け
ら
れ
よ
う
に
圧
迫
さ
れ
る
」
や
、

左
奥
歯
（
下
顎
）
が
痛
む
、
左
肘
が
痺
れ
る
、

左
肩
が
凝
る
、
み
ぞ
お
ち
（
心
窩
部
）
が

痛
む
な
ど
の
放
散
痛
で
代
表
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
安
静
に
す
る
と
胸
痛
は
消
失
し
、

長
く
て
も
１５
分
以
上
は
続
か
な
い
の
が
普

通
で
す
。
一
方
、「
心
筋
梗
塞
」
の
胸
痛
は
、

狭
心
症
と
違
う
３０
分
以
上
続
く
激
し
い
痛

み
（
ナ
イ
フ
で
刺
さ
れ
た
よ
う
な
）
や
強

い
圧
迫
感
（
胸
を
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
）

で
代
表
さ
れ
ま
す
。 

注
意
す
べ
き
症
状
、気
に
な
る
症
状
は
？

 
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
と
は
、
狭
く
な

っ
た
冠
状
動
脈
部
分
を
迂
回
さ
せ
る
路
（
バ

イ
パ
ス
）
を
作
る
手
術
で
す
。
私
自
身
、

手
術
患
者
や
御
家
族
へ
の
手
術
説
明
を
行

う
際
に
、
次
の
よ
う
な
例
を
し
ば
し
ば
引

用
し
ま
す
（
図
１
）。「
あ
な
た
の
心
臓
を

養
う
血
管
を
宮
島
街
道
と
し
て
、
今
い
ろ

ん
な
場
所
で
工
事
を
し
て
い
る
た
め
に
、

広
島
市
内
か
ら
廿
日
市
市
に
車
が
ス
ム
ー

ズ
に
来
れ
ず
大
渋
滞
を
し
て
い
ま
す
。
街

道
を
工
事
す
る
箇
所
が
ひ
ど
く
て
多
す
ぎ

る
た
め
に
、
修
理
（
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
）

は
も
う
限
界
で
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
新
し
く
西
広
島
バ
イ
パ
ス
と

廿
日
市
大
橋
（
バ
イ
パ
ス
）
を
造
り
ま
し

ょ
う
。
で
も
宮
島
街
道
は
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
置
い
て
お
き
ま
す
よ
。」
と
。 

　
通
常
の
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
は
、
手

術
中
は
心
臓
を
止
め
て
、
人

工
心
肺
と
い
う
ポ
ン
プ
で
心

臓
の
代
行
を
し
ま
す
。
た
だ
し
、

人
工
心
肺
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、

古
い
水
道
管
の
中
の
錆
と
同

様
に
血
管
内
に
こ
び
り
つ
い

た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
塊
を
押

し
流
し
て
し
ま
い
、
脳
や
他

の
臓
器
（
腎
臓
や
肝
臓
）
を

養
う
血
管
を
塞
い
で
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
脳
梗
塞

や
臓
器
壊
死
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
の

で
す
。
こ
の
危
険
を
回
避
す
る
方
法
と
し
て
、

人
工
心
肺
を
使
わ
ず
心
臓
を
止
め
ず
に
動

い
た
ま
ま
の
状
態
で
手
術
す
る
オ
フ
ポ
ン

プ
バ
イ
パ
ス
手
術
（
図
２
）
が
あ
り
ま
す
。

本
法
は
、
最
近
の
５
〜
６
年
の
間
に
全
国

で
飛
躍
的
に
増
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
手
術
で
は
心
臓
を
動
か
し
た
状
態
で
細

い
血
管
（
直
径
１.５
〜
２.０
㎜
）
を
つ
な
ぎ
あ

わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
心
臓
外
科
医
の

熟
練
を
要
す
難
度
の
高
い
も
の
で
す
。 

　
冠
状
動
脈
の
代
わ
り
を
さ
せ
る
血
管
で

あ
る
バ
イ
パ
ス
グ
ラ
フ
ト
材
料
と
し
て
、

鎖
骨
下
動
脈
か
ら
分
か
れ
て
胸
板
の
左
右

裏
側
を
縦
に
走
っ
て
い
る
内
胸
動
脈
、
手

の
橈
骨
動
脈
、
左
胃
大
網
動
脈
な
ど
の
動

脈
グ
ラ
フ
ト
と
、
下
肢
の
大
伏
在
静
脈
グ

ラ
フ
ト
が
あ
り
ま
す
。「
全
動
脈
グ
ラ
フ
ト

バ
イ
パ
ス
手
術
」
は
、「
薬
剤
溶
出
性
ス
テ

ン
ト
」
よ
り
も
患
者
さ
ん
の
長
期
生
存
率

を
改
善
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
胸
を

開
い
て
で
も
手
術
を
受
け
て
い
た
だ
い
た

患
者
さ
ん
が
、
十
分
な
恩
恵
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

回
答
者 

　
心
臓
血
管
外
科 

　
　
主
任
部
長
代
理
　
中
尾
　
達
也 

〜
　あ
な
た
の
心
臓
は
大
丈
夫
で
す
か
？
 〜

シ
リ
ー
ズ

Q

A

&

病

気

の

皆
さ
ん
の
知
り
た
い
身
近
な
病
気
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
取
り
上
げ
ま
す
。 

健
康
管
理
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 
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リハビ
リコーナー

No.2

腰を守ろう！ 
～腰痛の方の日常生活のポイント～ 

腰を守ろう！ 
～腰痛の方の日常生活のポイント～ 

　今回のテーマは腰痛の方の日常生活のポイントについてです。 
　腰痛を緩和させ、腰痛の悪化や再発を予防するには、セルフケア（自己管理）が必要です。つ
まり、日常生活での姿勢や動作を改善し、腰痛に適した腰痛体操を行なう必要があります。 
 

腰にやさしい姿勢と動作の原則  
　　　　　　　　　・脊柱のＳ字形となる腰椎の生理的前彎位を保持する。
　　　　　　　　　・なるべく体を直立させた姿勢をとる。
　　　　　　　　　・長時間の同じ姿勢・動作を避ける。
　　　　　　　　　・低い姿勢になるときは膝を曲げる。
　　　　　　　　　・腰をひねったままで体を前後に曲げない。
 
 
　下の図は日常生活の腰痛になりやすい・なりにくい姿勢や動作の一例です。皆さん、×の動作
を日常生活の中でつい行なっていませんか？日常生活動作を振り返ってみてください。 

※次回はテーマ「腰を守ろう！」の第二弾として腰痛体操を紹介したいと思います。 




